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1361年 7 月26日（正平16年・康安元年 6月24日）に正平地震10（康安地震）が発生。地
震の規模は（Ｍ）8.0～8.5とされ、摂津、阿波、土佐で甚大な津波被害が発生11した。






















































1771年 4 月24日（明和 8年 3 月10日）に、八重山地震―石垣島で死者・不明者ともで
12,000人を出した巨大地震発生。津波の遡上高は古記録により約85ｍとされてきたが、巨
大津波地震とする学説もあり、結論は出ていない。
1793年 2 月17日（寛政 5年 1月 7 日）、寛政地震―宮城沖に発生した地震で、岩手県中
部～牡鹿半島沿岸に 3～ 5ｍの津波も発生。大船渡で 9尺高さ、死者1,213人とされる。
1833年12月 7 日14時頃（天保 4年10月26日昼八ツ時）に、出羽・越後・佐渡地震、庄内
沖地震が発生した。羽前沖地震―輪島で7.2ｍの津波が発生している。
1854年12月23日（嘉永 7年11月 4 日）に、安政東海地震発生。駿河湾から遠州灘を震源
とするＭ8.4の地震で、房総で波高 3 - 4 ｍ。沼津から伊勢湾が被害甚大、死者2,000から
3,000人とされる甚大な被害をもたらした。












1933年（昭和 8年） 3月 3日に昭和三陸地震発生。死者・不明者3,000人にも上った。
1940年（昭和15年） 8月 2日に積丹半島沖地震（神威岬沖地震）発生。天塩で死者10人
とされるが、正確な人数は不明である。

















































1640年 7 月31日（寛永17年 6 月13日）、北海道駒ヶ岳の崩壊に伴う津波が発生。亀田か
ら十勝にかけて津波を記録した。





1792年 5 月21日（寛政 4年 4月 1日）、「島原大変有り」、「肥後迷惑」、「雲仙岳噴火」、「眉
山崩壊により島原湾に大津波」とある。






















































































26　「新編　日本の活断層　分布図と資料活断層研究会　編」東京大学出版会ＩＳＢＮ978- 4 -13-060700- 1 　1991年 3 月。
27　海洋研究開発機構（JAMSTEC　ジャムステック）は、海洋　に関する基盤的研究開発、海洋に関する学術研究に関する協力等の業務を総合的に行う
ことにより海洋科学技術の水準の向上を図り、学術研究の発展に資することを目的としている。
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